
新
編
武
蔵
風
上
記
稿
首
巷
例
義

一
新
編
武
蔵
國
風
土
記
は
異
者
林
大
學
頭
衡
か
建
議
し
て
、
文
化

七
年
功
を
起
す
所
な
り
、
夫
國
志
の
編
纂
に
至
て
は
、
事
も
亦

小
な
ら
す
、
何
如
と
な
れ
は
肥
例
格
を
得
、
記
事
法
を
得
に
あ

ら
さ
れ
は
、
成
書
と
す

へ
か
ら
す
．
今
此
篇
は
志
の
材
料
を
纂

韓
し
て
、
他
日
成
編
の
資
と
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
．

一
昔
元
明
天
皇
和
鋼
六
年
に
勅
あ
り
て
、
天
下
諸
国
の
記
籍
を
徴

さ
る
。
営
時
の
勅
日
、
畿
内
七
道
諸
國
郡
郷
名
著
好
字
、
共
郡

内
所
生
．銀
。鋼
・彩
色
・草
木
・禽
獣
・魚
轟
等
物
、具
録
色
日
、及

土
地
沃
塔
、山
川
原
野
名
流
所
由
、
又
古
老
相
惇
薔
聞
異
事
、
載

予
史
籍
言
上
、
今
世
に
偉
ふ
る
【
日
本
総
國
風
上
記
残
本
】
と
琥

す
る
も
の
は
、
営
時
献
籍
の
開
本
な
り
と
云
。
共
書
た
る
を
顧

に
、
各
國
Ｅ
別
し
て
催
例

一
な
ら
す
、
是
在
鱒
官
人
功
は
國
の

博
士
等
の
手
に
出
て
、
筆
力
に
長
短
あ
り
、
捜
索
に
疎
密
あ
る

か
故
な
る
へ
し
、
要
す
る
に
是
亦
材
料
に
過
す
、
固
勅
撰
の
書

と
は
云
へ
か
ら
す
、
今
此
篇
も
亦
官
命
を
奉
し
て
材
料
を
蒐
特

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
首
巻
例
義

せ
し
ま
て
な
れ
は
、
姑
傲
て
新
編
某
國
風
土
記
と
琥
す
、

一
奮
本
営
國
風
上
記
今
存
す
る
も
の
緩
に
四
巷
、
第
七
十
九
巷
分

て
二
と
し
、
多
磨

・
入
間
二
郡
、
第
八
十
三
荏
原
郡
、
第
八
十

四
豊
島
郡
、
奥
書
に
檬
に
入
間
郡
記
は
菅
責
門
家
蔵
本
、
共
餘

三
巷
は
藤
大
納
言
高
基
卿
家
蔵
本
に
出
つ
、
亜
視
の
奥
書
に
。

残
冊
十
七
冊
之
内
と
見
え
た
り
、
因
接
す
る
に
、
営
國
営
時
二

十
郡
二
十
巷
あ
る
へ
き
の
理
な
り
、
其
三
容
は
早
亡
失
か
、
叉

は
合
本
な
る
も
知

へ
か
ら
す
、
又
第
七
十
九
巷
を
二
冊
と
す
ヘ

き
の
理
な
し
、
恐
ら
く
は
多
磨
郡
第
七
十
八
巷
な
る
を
誤
て
九

と
記
せ
し
な
ら
ん
、
今
存
す
る
所
四
郡
の
記
、
亦
順
残
快
し
て

既
に
仝
書
に
あ
ら
す
、
始
な
く
絡
な
し
、
故
に
撰
者
の
名
氏
及

成
書
の
年
代
皆
知

へ
か
ら
す
、
聞
図
の
例
と
す
る
に
足
ら
す
、

凡
残
本
中
首
尾
頗
備
も
の
は
、
但

【
出
雲
園
風
土
記
】
の
み
な

り
。
是
天
千
五
年
二
月
十
日
、
秋
鹿
郡
人
紳
宅
臣
金
太
理
國
造

帯
意
宇
郡
大
領
出
雲
臣
廣
島
等
勘
進
す
る
所
な
り
．
常
國
奮
本

豊
島
郡
箕
田
八
幡
紳
祀
天
千
六
年
辛
未
八
月
十
五
日
自
宇
佐
宮

遷
御
と
記
す
に
檬
て
考
る
に

【
出
雲
風
土
記
】
厭
籍
の
後
、
程

な
く
営
國
よ
り
も
勘
進
せ
し
こ
と
推
て
知

へ
し
。
今
此
二
記
及


